

































































































































昨日来津停車塲前若六旅館に滞泊、詩文添削並に揮毫 需に応ずる由」と報じられていることから分かるのである。王治本は名古屋から津まで足を延ばしたものの、早速抜かりなく今後の訪問相手 の面会の約束を取り付けようとしたのである。そ て、そ 相手の居住地が、津からわざわざ北に逆戻りして、尾張 国に入ったところに位置する弥富である点に、彼 担風との面会意欲の旺盛さが窺われるのである。
ところで、大正期の伊勢の詩書界の傾向を概観して、松本青外が
その『大正三重雅人史』において次のように述べている。すなわち、 「詩書を合しては知名の人士六七十若くば七八十にも達すべきか。然し乍ら之 県下各郡に就て見ん 、殆んど郡市行渡らさるく、即 其の分布は周到なりと云ふを得べ」きであるが、 「而 其隆昌なるは桑名郡とすべき」で、津以北において林立 多くの吟社を「統轄すとも称す可きも に桑 佩蘭会 り、弥富の服部担風を中心として詩星群叢し来」り、 「東京の随鷗吟社を除いては其の隆昌比類を見ずと称さる」
６
。ここに述べられている状況は、























































































































































































請王漆園先生張宴、次秋月公題韻」という題の作品群も、以上と同じ三月十一日の詠かもしれない。作者は茅原白堂、永谷八瀬、市川塔南、馬場城南の四人で それぞれ二首ずつ掲載されている。詩句は引かない。 韻字はもちろん、 すべて三月十一日の作と同一である。
　　
ここで再び三月十八日の『伊勢』に戻るが、この日の文苑には王















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































先生於聴潮舘卒賦、兼寄懐服担風詞宗畳韵」 いう題で、詩形・韻字・詠まれた場所 いずれも、上記の三月二十九日の『伊勢』文苑所載の「津城 、贈呈王漆園先生大人、即乞正句」と同じなので、同日の作である可能性が高いが 後日再び聴潮館での出会いがあった可能性も排除できないため、保留にしておきたい。㈣王治本への送別
王治本は四月の初めごろ津から松阪へと移動したものと見られる
が、四月五日の『伊勢』文苑に「送漆園王先生大●南游」と題する茅原白堂の七言二十句 作品が掲載さ ている。判読し たい文字が多いため引用しないが、 王治本 滞在中、 十分な世話ができなかったことをわびるとともに、津における彼の吟詠活動の旺盛さを賛美する内容である。
また、四月九日の同紙文苑に 、次 ような馬場城南の「呈王漆
園先生書」が掲載されている。

































るを獲ん は。又幸い 先生は和藹にして親しむ可し 乃ち●夕過訪し、未だ聞かざる所を聞き、未だ識らざる所を識るを得たり。時に或は杖
屨
に追陪し、 （中略）旬日の間、啓発の益を受くるを獲たること、洵
に浅からず。驥の喜び知 可けん。抑そも先 の弊邑に臨 、僅々二十餘日 して、其の得たる所
　
既に此くの如し。仮に先生をして吾が土に






























































































































































































































































































































































































































































































































福井在住だったと見てよさそうで 。 そうする 想像される は、もともと千載社の同人か、または同社とかかわりのあった彼のもとに長谷部白雲
（または他の同人）
から、同社での王治本との唱和の作




















































































































































































 『三重先賢伝』一五七～一五八頁。その他、 『大正三重雅人史』では「一代作れるの詩文甚だ多く、 津城現代に於る第一人ならん」と評されてい （下編伝記三十五頁） 。
９
 小柳津篤太郎『勢陽名医列伝』 二十九年）二十九～三十頁。10 浅野松洞『続三重先賢伝』 （東洋書院、一 八一年）二一七～二一八頁。11 『続三重先賢伝』二〇六頁、 『大正三重雅人史』下編伝記二十四頁。なお、洞津（どうしん、または、あなつ）は津の別称。12 『大正三重雅人史』下編伝記一 。13 安田尚義『秋月種茂と秋月種樹』 （日向文庫刊行会、一九五四年） 「古香公秋月種樹略年譜」一五八頁。14 伊勢飯南澹園小錦山房編『錦山遺稿』 （一九二六年）巻下四十九丁。15 伊藤博邦編『春畝遺稿』 （伊藤博文公 編纂会、 一九三〇年）七 二、
 




六十九頁。22 この「桂」字は「挂」の誤りと見られ 。23  「題」字かと推察される。24 この句の第二字はもと「帝」であったが、
 四月三日『伊勢』文苑欄の末尾
に附された「訂正」により改めた。25 「斉王の囿にて其の鹿を殺す者は殺人の罪の如くせし」は、孟子が斉の宣王との問答の中で述べた「臣聞、郊関之内有囿方四十里、殺其麋鹿者、如殺人之罪」 （ 『孟子』梁恵王下） いう言葉を踏まえてい26 園田一斎については 三重先賢伝』一三四～一三五 。27 筆者は現在まで園田一斎の 阿漕行」を閲覧する機会に恵まれていない資料の所在をご存じ 方にご教示を乞う。28 原注に「事、詳院本謡曲中」とある。29 
『東周列国志』に「今襄陽府南漳県荊山之顚有池、 池旁有石室、 謂之抱玉巖、即卞和所居、泣玉処也。…」 あるのなどに基づく表現。30 銭塘江で旧暦の八月十八日ごろ 起こ 海嘯（大逆流）は、この川の濤神となった伍子胥の怨念により起こるという伝説があるが、それを踏まえた表現か。31 もと「因良」に作るが、 「良因」の誤りである と明らか あり、よって改めた。32 王右軍、すなわち王羲之が永和九年三月三日に名士たちを招き蘭亭に会して曲水の宴を開いた故事を踏まえる。33 上述の、聴潮館の楣間に掲げられた秋月種樹の詩 こと。34 
『三重先賢伝』一五二～一五三頁。35 『大正 雅人史 下編伝記四十一 なお、楓井古斎（一八五〇～九一）
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は津生まれの人物（ 『三重先賢伝』七十八頁） 。服部藍亭は服部担風のこと。36 川島清堂「服部担風先生を憶う」 （ 『東洋文化』第十一号、一九六四年）八十五頁。












（樹林舎、二〇〇六年）二十頁「桑名市街が一望できた愛宕山」 。44 見なれぬ語 思われるので、一言する。 「酣旺」 、すなわち「たけなわで盛んだ」の意と解される45 杜牧の「題禅院」詩の転句「今日鬢糸禅榻畔」を踏まえるか。杜牧が、風流才子として鳴らした壮年時代の自分をほろ苦い気分で振り返り 感傷に浸っている一句。46 東繁穂編『九州百家絶句』乾（東繁穂、 一九二七年）三十六丁「尾形雪江」についての注、雪江 『雪江詩文鈔』 （一九三二年）巻上所載の秋山豪山「送尾形兄之大分序」 、高島鷹洲「送別詩巻序」 、尾形雪江 自序」 、西塚臥山著作兼発行『含笑吟社同人集
　
乙亥』 （一九三五年）所収「含笑吟社列名」
（昭和十三年五月現在） 。 なお、 秋山豪山は、 蠔山と号した秋山勝機 （一八四九～一九二九）のことであろう（ 『三重先賢伝』六頁）47 川島清堂、前掲「服部担風先生を憶う」八十五頁。48 『大正三重雅人史』十一、 十二頁。49 一九一八年発行の『地主名鑑
　
第壱編』 （桜井勝次郎編輯兼発行。発行所





二〇一三年）一三八～一四〇頁。53 近藤克堂「辻雅堂翁」 （ 『中国古典詩』第二巻第四号、一九五八年） 。54 川島清堂、前掲「服部担風先生を憶う」八十五頁。55 川島清堂、前掲「服部担風先生を憶う」八十五頁。56 伊藤信夫編『桑名人物事典』 （三重県郷土資料刊行会、一九七一年）三十四～三十五頁。








61 島田市博物館編集・発行『第四十七回企画展「置塩棠園」 〇〇八年） 。62 『大正三重雅人史 十二頁。63 静岡発行の『函右日報』十五年六月三日の記事による。64 『続三重先賢伝』二四九頁。65 『桑原芳樹翁伝』 （学校法 國學院大學内「桑原芳樹翁伝」刊行会、一九七六年） 「略年譜」による。66 『神都名家集』 （三十四年）十七～十八頁。67 『神都名家集』七十一頁。68 御巫清允「祖父・御巫清白の想い出」 、 『瑞垣』第一八四号、神宮司庁、一九九九年。
69 本文では「神代文学」という題になっている。70 『大正三重雅人史』十一頁。71 『神都名家集』六十三～六十四頁。
72 『大正三重雅人史』下編伝記一一〇頁。なお、 『続三重先賢伝』はその通称を「泰治郎」に作る（一二六頁） 。73 『大正三重雅人史』下編伝記一〇六～一〇九頁。なお、 『三重先賢伝』では彼の通称は金之助となっている（一〇六頁） 。74 『三重先賢伝』一五四頁。75 「蘋園」は当時福井県知事だった、尾張出身の坂本釤之助（一八五七～一九三六）の号。76 『大正三重雅人史』下編伝記一〇〇頁。 『続三重先賢伝』にも立伝されている（三〇八～三〇九頁） 。77 藍采和が薬籃を持って山中に入った時、臍の辺りから膿と血を流して苦しんでいる老人（鍾離権）を見かけ、そこに居合わせた娘（何仙姑）のアドバイスに従い、籃に蓮の葉を敷いて汲んだ水を老人に吹き けることによって、老人を癒し、 手に取った娘に「あなたも神仙になれたわよ」と告げられるや、老人に手を引かれ、そ 娘ともども蓬萊島を目指し、天に昇っていったという民間伝承の故事 踏まえるか。
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